
　今年も匠の聚で芝桜が綺麗に開花しました。異なる４色で彩られた

絶妙なグラデーションは、ゴールデンウィーク中に訪れた観光客の

人々の心を魅了しました。

平成25年５月10日発行
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みんなでダム後の村づくり　　　２

かわかみ教育（教育長通信）　　３
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図書館だより　　　　　　　　　11

匠 の 聚 の 芝 桜
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《川上村役場総務税務課まで

　　　　　ご意見などをお聞かせください。》

F A X　０７４６－５２－０３４５

E-mail　soumu@vill.nara-kawakami.lg.jp

　昨年９月から「みんなでダム後の村づくり」と題し、村の課題と私の思いを８回にわたり連載し

てきました。

　内容としては解決の方向性を示したものや、問題提起に終わったものもありますが、これから村

が解決していかなければならない課題を、具現化していくことについての思いの一端を述べさせて

いただきました。

　連載した８つの事項は、「ダム後の村づくり」を進めるにあたり、避けて通ることのできないも

のばかりです。困難なことは承知の上、前向きに取り組みたいと思います。

　もちろん、「みんなで一緒に」考えていくことになりますが、「川上村を気にかけてくれている人

たち」のお力添えやアドバイスは必須であります。ことによれば外部の有識者のご協力をいただく

ことにもなると考えています。

　そのためにも、まずは行政の中でしっかりと議論をし、様々な課題について整理整頓
とん

をしながら、

議会議員の皆さんや住民の皆さんのご意見を聞かせていただき、内容の濃い意見交換会をより短い

間に繰り返し開催することにより、解決の糸口を探っていきたいと思います。

　いずれ行政（村）側から、何らかの形で参画していただけるようお声がけをしたいと思いますの

で、どんどんご参加ください。

　また、課題（ダム後の村づくり）の取り組み状況などは随時、広報などでお伝えしたいと思います。

　なお、来月からは「頑張ります！ 栗山です」のコーナーを設けたいと思います。

　今の社会や村のことについて、私の思いを述べていきたいと思いますのでよろしくお願いいたし

ます。

シリーズ⑨ 　最終回

栗 山 忠 昭村 長
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○
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
紙
芝
居
・
ペ
ー

プ
サ
ー
ト
な
ど
。

　
お
は
な
し
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
「
雫
（
し
ず
く
）」
や
「
芽
（
め
ぶ

き
）」
が
館
内
や
保
育
所
、
小
学
校
な

ど
で
行
っ
て
い
ま
す
。

○
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　
村
内
老
人
ク
ラ
ブ
の
協
力
を
得
て
手

作
り
の
布
製
バ
ッ
グ
に
絵
本
や
ブ
ッ
ク

リ
ス
ト
を
入
れ
て
渡
し
ま
す
。

○
学
校
図
書
館
支
援

　
村
内
小
・
中
学
校
の
図
書
室
の
環
境

整
備
や
本
の
修
理
、
蔵
書
の
貸
し
出
し

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
川
上
村
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
に
ち

な
ん
だ
観
察
会
や
講
演
会
の
主
催
。

○
高
齢
者
向
け
の
お
は
な
し
会

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ

　
川
上
村
立
図
書
館
は
、
平
成
14
年
10

月
に
川
上
総
合
セ
ン
タ
ー
「
や
ま
ぶ
き

ホ
ー
ル
」
内
に
開
館
し
、
現
在
の
蔵
書

数
は
２
万
９
千
冊
を
数
え
ま
す
。
吉
野

林
業
や
御
南
朝
関
係
の
図
書
や
資
料
が

多
く
あ
り
、
川
上
村
を
取
材
し
た
新
聞

記
事
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
も
自
由
に
閲
覧
で

き
ま
す
。

る
高
齢
者
の
方
々
に
対
し
て
催
し
て
い

ま
す
。

○
子
ど
も
英
語
教
室
や
夏
の
工
作
教
室

の
開
催
。

　
今
年
は
、
星
の
観
察
会
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
昨
年
、
設
立
十
周
年
を
迎
え
た
川
上

村
立
図
書
館
が
、
こ
の
度
文
部
科
学
大

臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
長
年
に
わ

た
る
地
道
で
継
続
的
な
取
り
組
み
が
、

子
ど
も
の
読
書
活
動
優
秀
実
践
図
書
館

と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
が
受
賞

理
由
で
す
。

　
去
る
、
４
月
23
日
（
火
）、
東
京
都

渋
谷
区
の
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青

少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
授
賞

式
に
図
書
館
長
（
教
育
長
）
が
出
席
し

て
、
文
部
科
学
大
臣
政
務
官
義
家
弘
介

衆
議
院
議
員
よ
り
表
彰
状
を
受
け
て
き

ま
し
た
。

川
上
村
立
図
書
館

文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
く

○
優
秀
実
践
団
体
・
個
人
57
団
体（
名
）

　
　
団
体
53
団
体
　
個
人
４
人
で
す
。

　
奈
良
県
内
で
は
、
本
館
以
外
に

・
平
群
町
立
平
群
北
小
学
校

・
大
淀
町
立
大
淀
中
学
校

・
奈
良
県
立
畝
傍
高
等
学
校

・
郡
山
お
は
な
し
会

の
４
団
体
も
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
14
年
度
か
ら
子
ど
も
の
読
書
活

動
推
進
に
資
す
る
た
め
、
国
民
の
間
に

広
く
子
ど
も
の
読
書
活
動
に
つ
い
て
の

関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
子

ど
も
が
積
極
的
に
読
書
活
動
を
行
う
意

欲
を
高
め
る
活
動
に
つ
い
て
優
れ
た
実

践
を
行
っ
て
い
る
学
校
、
図
書
館
、
団

体
、
及
び
個
人
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
表
彰
を
受
け
た
の
は

○
優
秀
実
践
校
　
　
　
１
３
７
校

小
学
校
　
　
　
　
　
７
０
校

中
学
校
　
　
　
　
　
２
９
校

高
等
学
校
　
　
　
　
３
４
校

特
別
支
援
学
校
　
　
　
４
校

○
優
秀
実
践
図
書
館
　
　
　
47
館

◇
文
部
科
学
大
臣
表
彰
と
は

◇
川
上
村
立
図
書
館

◇
図
書
館
の
主
な
活
動

教
育
か
わ
か
み

第
５
回

教
育
長
通
信

５
・
６
月
の
学
校
の
動
き

〈
小
学
校
〉

〈
中
学
校
〉

５
月

10

村
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

14

歯
科
検
診

15

子
ど
も
見
守
隊

防
災
訓
練

16

春
の
遠
足

修
学
旅
行

社
会
見
学

17

修
学
旅
行

歯
科
検
診

21

プ
ー
ル
清
掃

23

学
校
保
健

安
全
委
員
会

24

日
本
脳
炎

　
予
防
接
種

28

二
種
混
合

　
予
防
接
種

29

中
間
テ
ス
ト

30

定
期
健
康
診
断

中
間
テ
ス
ト

生
徒
会
奉
仕
活
動

６
月

２

村
内
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

６

第
一
回
運
動
会
実
行
委
員
会

９

郡
中
体
剣
道

11

プ
ー
ル
指
導

開
始

定
期
健
康
診
断
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４
月
９
日
、
川
上
小
学
校
で
入
学
式
が
執
り
行
わ
れ
、
男
の
子
１
名
、
女
の
子

３
名
の
計
４
名
が
少
し
緊
張
し
な
が
ら
も
元
気
に
入
学
し
ま
し
た
。

　
４
人
と
も
落
ち
着
い
て
担
任
の
先
生
の
話
を
し
っ
か
り
と
聞
い
て
い
ま
し
た
。

第11回 川上小学校入学式

外
と

山
やま

　綜
そう

一
いち

くん
（北和田）

納
のう

田
だ

　みろくちゃん
（中　奥）

馬
ば

場
ば

　里
り

桜
お

ちゃん
（西　河）

森
もり

野
の

　花
か

音
のん

ちゃん
（東　川）
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一
　
年
　
　
上
田
　
恭
子

二
　
年
　
　
今
本
　
浩
史

三
　
年
　
　
南
　
　
洋
介

三
　
年
　
　
巽
　
　
志
穂

（
さ
く
ら
学
級
）

四
　
年
　
　
岸
本
　
由
起

五
　
年
　
　
福
本
　
　
彰

五
　
年
　
　
島
谷
　
絵
理

（
ひ
ま
わ
り
学
級
） 

六
　
年
　
　
符
阪
　
孝
治

六
　
年
　
　
片
岡
　
敬
詞

（
た
ん
ぽ
ぽ
学
級
） 

養
護
教
諭
　
森
岡
　
明
美

栄
養
職
員
　
阪
上
賀
津
子

主
　
査
　
　
武
田
　
幸
代

校
務
員
　
　
諏
訪
太
久
夫

英
語
補
助
　
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
カ
プ
ラ
ラ 

教
　
頭
　
　
桝
谷
　
年
彦

校
　
長
　
　
廣
田
佳
代
子

給
食
調
理
員
　
藤
田
　
和
代

岩
﨑
　
順
子

中
村
　
和
美

職

員

紹

介

　
平
成
二
十
五
年
度
が
始
ま
り
ま
し

た
。
今
年
度
よ
り
、「
広
報
か
わ
か
み
」

の
紙
面
を
通
じ
て
、
小
・
中
学
校
の
様

子
を
定
期
的
に
お
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
学
校
が
、
今

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
や
、
児
童
・
生

徒
た
ち
の
元
気
な
様
子
を
川
上
村
の
み

な
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
掲
載
は
、
小
・
中
学
校
交
代
で
行
い

ま
す
。
今
回
は
、
小
学
校
の
内
容
を
載

せ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

川
上
小
学
校
の
学
校
目
標
は
、

「
心
豊
か
で
、

　
　
　
い
き
い
き
学
ぶ
川
上
っ
子
」

～
自
分
が
好
き
、
学
校
が
好
き
な
子
ど
も
に
～

と
設
定
し
、
子
ど
も
た
ち
が
心
身
共
に

た
く
ま
し
く
育
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
教
職
員
全
員
が
協
力
し
て
学
校

教
育
に
あ
た
っ
て
い
き
ま
す
。
現
在

二
十
七
名
の
子
ど
も
た
ち
が
、
毎
日
元

気
に
登
校
し
、
運
動
場
で
学
年
を
超
え

て
遊
ぶ
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
新
し
い
学

年
が
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の
子
ど
も

た
ち
の
様
子
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

（
校
長
　
廣
田
）

今

、
学

校

で

　
子
ど
も
た
ち
の
一
日

～
ノ
ー
チ
ャ
イ
ム
で
い
き
い
き
と
～
　
　
　

読書タイム
（月火木の朝 10 分間） 

全校かけ足
（月火木の朝５分間）

元気なあいさつで登校
（一年生も元気です）

下校会では、毎日、６年生が
交代で司会をします。

教室では、新しい担任と
の出会いに少し緊張気味

そうじは、みんなで
　　　　力を合わせて
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4
月
25
日
に
、
も
く
も
く
館
（
西

河
）
で
第
4
回
目
の
「
村
づ
く
り
塾
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
春
増
薫

さ
ん
を
講
師
に
お
招
き
し
、
林
業
の
現

状
や
吉
野
林
業
の
こ
と
に
つ
い
て
詳
し

く
説
明
し
て
い
た
だ
き
、
塾
生
か
ら
も

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
活
発
に
飛
び
交
っ

て
い
ま
し
た
。

　
村
づ
く
り
塾
で
は
随
時
塾
生
を
募
集

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
役
場
水
源
地
の

村
づ
く
り
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
水
源
地
の
村
づ
く
り
課　

℡ 

５
２
・
０
１
１
１

第
４
回
村
づ
く
り
塾
を

　
　
　
　
開
催
し
ま
し
た

　
今
年
の
三
月
末
か
ら
四
月
に
か
け
、

西
河
地
区
か
ら
東
川
ま
で
の
吉
野
川
右

岸
に
植
え
ら
れ
た
「
桜
」
が
見
事
に
開

花
し
、
素
晴
ら
し
い
桜
並
木
と
な
っ
て

多
く
の
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

　
五
社
ト
ン
ネ
ル
を
通
過
し
、
川
上
小

学
校
付
近
ま
で
走
る
と
正
面
に
ピ
ン
ク

色
の
花
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
す
。

辺
り
一
面
が
パ
ッ
と
明
る
く
な
り
、
本

当
に
素
晴
ら
し
い
景
色
で
し
た
。

　
桜
並
木
を
東
川
に
向
か
う
と
休
憩
所

が
設
置
さ
れ
て
い
て
、
建
て
ら
れ
て
い

る
案
内
板
に
「
こ
の
桜
木
は
平
成
七
年

三
月
か
ら
平
成
十
八
年
三
月
ま
で
十
回

に
わ
た
り
二
百
二
十
六
人
の
川
上
村
の

小
学
生
が
植
え
て
く
れ
ま
し
た
。」
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
最
初
に
植
え
ら
れ
た
木
は
十
八
年
と

ま
だ
ま
だ
若
木
だ
が
、
こ
ん
な
に
美
し

く
花
を
つ
け
咲
き
誇
っ
て
い
る
事
に
、

植
え
て
く
れ
た
子
ど
も
達
や
世
話
を
し

て
く
れ
た
多
く
の
方
に
深
く
感
謝
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
次
に
、
西
河
地
区
か
ら
道
を
左
に
取

り
東
川
に
向
か
う
県
道
を
進
む
と
、
今

度
は
左
手
に
見
え
る
山
の
斜
面
に
鮮
や

か
な
黄
金
色
の
山
吹
の
花
が
無
数
に
咲

き
誇
っ
て
い
ま
す
。「
山
吹
」
と
い
え

ば
村
の
花
で
あ
り
、
一
層
身
近
に
感
じ

心
が
な
ご
み
ま
す
。

　
山
吹
は
す
べ
て
一
重
の
自
生
の
も
の

で
、
西
河
か
ら
約
一
、
五
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
間
に
大
き
い
株
で
直
径
一
メ
ー
ト

ル
も
あ
る
も
の
か
ら
、
二
本
の
枝
に
健

気
に
多
く
の
花
を
付
け
た
小
さ
い
株
な

ど
、
約
二
百
株
が
確
認
出
来
ま
す
。

　
現
在
で
は
ま
だ
小
さ
い
株
の
方
が
多

い
が
、
数
年
も
す
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
が
大

き
く
な
り
や
が
て
素
晴
ら
し
い
景
観
に

な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
大
変
楽
し
み
で

あ
る
し
、
皆
で
大
事
に
見
守
っ
て
行
き

た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。『
七
重
八
重
、

花
は
咲
け
ど
も
山
吹
の
実
の
「

」
ひ

と
つ
だ
に
な
き
ぞ
悲
し
き
』
の
古
歌
を

口
ず
さ
み
美
し
い
山
吹
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　
今
後
、
西
河
・
東
川
間
の
県
道
は
対

岸
の
桜
と
鮮
や
か
な
黄
金
色
の
山
吹
に

染
ま
る
「
花
街
道
」
と
し
て
、
私
た
ち

が
最
も
自
慢
出
来
る
景
色
と
な
る
で

し
ょ
う
。
村
内
外
の
多
く
人
々
に
是
非

観
賞
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。

　
今
年
の
春
、
田
舎

に
住
む
幸
せ
を
噛
み

し
め
た
一
カ
月
余
り

で
し
た
。

松
本
　
修

広　報　　　　　　　　　　　　MAYかわかみ 2013

　

４
月
24
日
に
川
上
村
体
育
協
会

主
催
の
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
も
夢
中
に
な
っ
て

ボ
ー
ル
を
投
げ
て
い
ま
し
た
。
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☆匠の聚に新しい先生が加わりました☆

　一つ一つの家具やクラフト商品の製作について、デザインから始まり、材料の選定、加工、組み

立てから塗装までを一人で行ってきました。修行時代から学んできたこと、無
む

垢
く

の木を使い、伝統

的な技法によって加工し、拭き漆やオイル仕上げ塗装をおこなうこと、これらを守り、木材に無理

させないものづくりを心がけています。奈良に来てからは、知的障害者施設での木工小物の製作指

導に従事。ものづくりの楽しさを再認識するとともに、「作業に人を合わすのではなく、人にあっ

た作業を提供する」ということを学んできました。

　これまでの活動の中心であった、家具・クラフト製品の製作をすすめるだけではなく、他の作家

の先生との協業も進めていければと思います。他の分野・素材と組み合わせる事によって、お互い

に作品の幅が広がるようになればと思います。また、小さなお子様から大人の方まで、楽しみなが

らものをつくる機会を提供できればと考えています。川上村・匠の聚を訪れた人に、「楽しかった

です、また来ます」といっていただけるようなプログラムを提供できるようがんばります。

　村のことについて、何も知らないままに匠の聚での生活が始まろうとしています。村の方々が代々

受け継がれてきた風習、習慣といったものには、その土地ならではの暮らしの知恵が息づいている

ことでしょう。さまざまな機会を通じ、それらに触れ、学ばせていただければと思います。また、

私の方からも、木工というものづくりの技術や経験を、その楽しみとともにお伝えできればと思い

ます。これから様々なことでお世話になるとは思いますが、よろしくお願いします。

栗生　雅史（くりうまさふみ）

経歴　1972年　和歌山市生まれ

2000年　大学院修士課程修了後、岐阜県高山市にて木工を学ぶ

2002年　岡山県美咲町の家具工房にて注文家具・クラフト製品の

製作に携わる

2011年　奈良県明日香村に移り、奈良市の障害者施設で木工班の

支援スタッフとして働く

　川上村に初めて来たのは四年前の事で、大学の友達に匠の聚のイベントに誘われたことがきっか

けでした。川上村の方はすごく温かく、自然も綺麗ですごく楽しかったのを覚えています。それか

らも気づけば何度も川上村に足を運んでいました。その場所で活動出来ることを今は嬉しく思いま

す。活躍できるよう、精一杯頑張りたいと思っています。

　現在はイラストレーターとして活動しています。まだまだ見習いのため作風ははっきりと決まっ

てはいませんが、自然や生き物をモチーフに平面や立体と幅広く制作しています。

　匠の聚での日々の生活を元に作品を制作したいと思っています。イラストだけに留まらず生活雑

貨などへの展開も考えています。出来上がった作品は展示や出品に出し、たくさんの人にみてもら

いたいと思っています。

小川こころ（おがわこころ）

経歴　2005年　大阪芸術大学 プロダクト デザイン学科入学

　　　　関西二科展 出品・ 東京二科展 準入選

2006年　関西二科展 出品・東京二科展 準入選

2007年　関西二科展 出品・ 東京二科展 入選

2008年　東京二科展 入選

2009年　大阪芸術大学 卒業・ 関西二科展 出品・東京二科展 入選

2010年　フリーイラストレーターとして活動開始

2011年　関西二科展 出品・東京二科展 準入選

　　　　創造者デザイン専門学校 （webデザイン） 入学

2012年　創造者デザイン専門学校 卒業

　　　　大阪芸術大学・プロダクトデザイン学科 副手
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５
月
31
日
か
ら
６
月
６
日
は
「
禁
煙

週
間
」
で
す
。

　
知
っ
て
い
る
方
も
多
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
タ
バ
コ
の
煙
に
よ
る
健
康
へ

の
悪
影
響
は
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
る
本

人
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
他
人
の
タ
バ

コ
の
煙
を
吸
わ
さ
れ
る
受
動
喫
煙
に

よ
っ
て
健
康
へ
の
悪
影
響
が
生
じ
ま

す
。
タ
バ
コ
の
煙
に
は
こ
こ
に
は
書
き

き
れ
な
い
ほ
ど
の
多
く
の
有
害
物
質
が

含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
受
動
喫
煙

で
、
乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
、
子
ど
も

の
呼
吸
器
感
染
症
や
喘
息
な
ど
の
呼
吸

器
疾
患
等
を
招
く
原
因
と
な
る
だ
け
で

は
な
く
、
喫
煙
し
な
い
妊
婦
で
も
低
出

生
体
重
児
が
生
ま
れ
や
す
く
な
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

乳
幼
児
や
妊
婦
で
あ
る
か
ど
う
か
に
関

わ
ら
ず
、
が
ん
や
心
筋
梗
塞
等
の
リ
ス

ク
は
増
加
し
ま
す
。

　
換
気
扇
の
下
や
ベ
ラ
ン
ダ
で
吸
っ
て

い
る
、
あ
る
い
は
、
屋
内
の
出
入
り
口

付
近
に
喫
煙
場
所
を
つ
く
っ
て
い
る
場

合
も
タ
バ
コ
の
煙
の
影
響
が
あ
り
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
場
所
で
も
空
気
の
行

き
来
は
あ
り
、
煙
が
見
え
ず
、
わ
ず
か

に
臭
い
が
す
る
程
度
で
も
受
動
喫
煙
に

な
る
か
ら
で
す
。
喫
煙
後
数
十
回
の
息

の
中
に
も
煙
の
成
分
が
含
ま
れ
て
い
る

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
都
道
府
県
に
対

し
、「
公
共
の
場
で
は
原
則
と
し
て
全
面

禁
煙
で
あ
る
べ
き
」
と
通
知
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
伴
い
、
川
上
村
の
取
組
み

も
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
喫
煙
は
、
身
体
的
・
心
理
的
に
も
依

存
す
る
ニ
コ
チ
ン
依
存
で
、
世
界
的
に

は
病
気
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。
喫

煙
を
止
め
る
と
、
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、

口
寂
し
く
な
っ
た
り
す
る
な
ど
し
て
再

び
喫
煙
し
て
し
ま
い
、
な
か
な
か
禁
煙

に
結
び
つ
か
な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
禁
煙
す
る
意
志
を
支
援

し
て
く
れ
る
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。

◎
条
件
を
満
た
せ
ば
、
保
険
適
用
で
禁

煙
治
療
を
受
け
ら
れ
る
禁
煙
支
援
医

療
機
関
が
あ
り
ま
す
。
医
師
が
ニ
コ

チ
ン
依
存
度
な
ど
を
診
断
し
、
本
人

に
あ
っ
た
治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
禁
煙

へ
と
導
き
ま
す
。

◎
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
の
メ
ー
ル
を
通
じ

て
、
禁
煙
サ
ポ
ー
ト
の
専
門
家
や
禁

煙
に
成
功
し
た
先
輩
か
ら
ア
ド
バ
イ

ス
や
応
援
メ
ー
ル
の
支
援
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

　
詳
細
は
住
民
福
祉
課
ま
で
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
・
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

　
リ
ハ
ビ
リ
の
専
門
家
（
理
学
療
法
士
）
が
、
腰
や
膝
な
ど
の
痛
み
を
和
ら
げ
る

方
法
を
提
案
し
ま
す
。
お
口
の
健
康
づ
く
り
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。

日
　
程
　
５
月
16
日
か
ら
７
月
18
日
ま
で
、

全
８
回（
詳
し
く
は
右
記
の
カ
レ
ン
ダ
ー
）

と
こ
ろ
　
川
上
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
や
ま
ぶ
き
ホ
ー
ル

２
階
研
修
室

持
参
す
る
物

　
運
動
し
や
す
い
服
、
靴
、
タ
オ
ル
、
水
筒

内
　
容

　
ご
本
人
に
応
じ
た
高
齢
者
向
け
の
柔
軟
体

操
。
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

提
案
。
正
し
い
方
法
の
指
導
を
行
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】
役
場
住
民
福
祉
課
保
健
師　

℡

５
２
・
０
１
１
１

途
中
参
加
も
大
歓
迎
。
都
合
の
良
い
日
だ
け
参
加
し
て
下
さ
い
。

途
中
参
加
も
大
歓
迎
。
都
合
の
良
い
日
だ
け
参
加
し
て
下
さ
い
。

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

７　　月

日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31

６　　月

塗りつぶした日付が教室のある日です。お間違いのないようにお越しください。

５　　月 ら
く
ら
く
元
気
塾

〜
今
の
健
康
状
態
を
保
つ
方
法
や

　　今
よ
り
も
元
気
に
な
る
方
法
を
お
伝
え
し
ま
す
〜

〜
今
の
健
康
状
態
を
保
つ
方
法
や

　　今
よ
り
も
元
気
に
な
る
方
法
を
お
伝
え
し
ま
す
〜

〜
今
の
健
康
状
態
を
保
つ
方
法
や

　　今
よ
り
も
元
気
に
な
る
方
法
を
お
伝
え
し
ま
す
〜
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川
上
村
労
働
災
害
防
止
協
議
会
で
は

「
家
族
で
取
り
組
む
災
害
ゼ
ロ
の
村
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
第
18
回
川
上
村
労

働
災
害
防
止
大
会
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
　
き
　
平
成
25
年
６
月
７
日
（
金
）

　
　
　
　
午
後
１
時
か
ら

と
こ
ろ
　
農
業
会
館
（
農
協
２
階
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
林
業
建
設
課　

℡

５
２
・
０
１
１
１

《
受
付
期
間
》

平
成
25
年
5
月
13
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　
　

6
月
12
日
（
水
）

　
入
札
に
参
加
す
る
に
は
、
入
札
参

加
者
名
簿
へ
の
登
録
の
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
入
札
に
参
加
予
定
の
場

合
は
、
申
請
書
類
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、必
要
と
な
る
書
類
は
、役
場

林
業
建
設
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
登
録
条
件
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
林
業
建
設
課　

℡

５
２
・
０
１
１
１

川
上
村
森
林
整
備

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

労
働
災
害
防
止
大
会
の
お
知
ら
せ

在  

宅  

緩か
ん  

和わ  

ケ  

ア
　
―
「
寿じ

ゅ

命
み
ょ
う

」
と
い
う
終
着
駅
―

　
在
宅
緩
和
ケ
ア
と
は
「
お
家う

ち

」
で
緩
和
ケ
ア
を
行
う
こ
と
で
す
。
病
気
に
関
す
る
痛
み
や
苦

し
み
と
い
え
ば
「
病
院
で
」
と
考
え
が
ち
で
す
が
、
そ
れ
を
「
お
家
で
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
病
院
で
の
治
療
の
よ
う
な
「
治ち

癒ゆ

の
た
め
の
医
療
」
は
勿
論
大
切
で
す
が
、
「
安
心
の
た
め

の
医
療
」
も
大
切
で
す
。
命
に
関
わ
る
こ
と
を
正
面
か
ら
考
え
る
の
は
避
け
た
く
な
る
も
の
で

す
が
、
文
字
通
り
、
不
治
の
ガ
ン
が
「
治
る
」
こ
と
を
期
待
す
る
の
は
現
実
的
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
さ
ま
ざ
ま
な
難
病
も
治
ら
な
い
ま
ま
長
い
間
の
療
養
が
必
要
で
す
。
年
齢
と
と
も
に
増
え

て
い
く
色
々
な
身
体
の
故
障
や
引
き
返
す
こ
と
の
で
き
な
い
年
齢
そ
の
も
の
も
「
治
す
（
元
に

戻
す
）
」
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
全
て
を
「
治
す
」
、
「
元
に
戻
す
」
こ
と
を
考
え
る
の
は
、
無

い
物
ね
だ
り
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
上
で
、
人
に
は
例
外
な
く
「
あ
の
世
」
、
す
な
わ
ち
「
寿
命
」
と
い
う
終
着
駅
が
待
っ
て
お
り
ま
す
。
元
気
で
長
生

き
を
期
待
す
る
こ
と
は
誰
し
も
の
願
い
で
す
が
、
終
着
駅
を
避
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
せ
め
て
そ
の
道
中
を
豊
か
に
過
ご
せ
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
答
え
の
ひ
と
つ
が
、
「
お
家
に
い
る

ま
ま
で
受
け
る
緩
和
ケ
ア
」
で
す
。
病
院
よ
り
お
家
の
方
が
「
日
常
」
に
近
く
て
、
療
養
者
本
人
だ
け
で
な
く
家
族
や
介
護

人
に
も
「
優
し
い
」
終
着
駅
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
で
す
。
住
み
慣
れ
、
ち
ょ
っ
と
手
を
伸
ば
せ
ば
自
分
の
も
の
に
手
を
触
れ

る
こ
と
が
で
き
る
お
家
は
、
病
院
の
「
非
日
常
」
と
は
違
っ
た
味
を
持
ち
、
そ
の
こ
と
だ
け
で
痛
み
や
苦
し
み
が
和
ら
ぐ
こ

と
も
多
い
の
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
療
養
者
本
人
や
周
り
の
方
が
「
治
る
」
・
「
永
ら
え
る
」
よ
り
も
「
お
家
で
、
穏
や
か
に
、
大
切
な
時

間
を
過
ご
し
た
い
」
と
考
え
る
か
ど
う
か
で
す
。
さ
ら
に
、
時
間
的
な
余
裕
を
持
っ
て
病
院
の
主
治
医
が
退
院
の
タ
イ
ミ
ン

グ
を
考
え
る
こ
と
、
そ
し
て
在
宅
で
の
療
養
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
医
師
が
お
ら
れ
る
こ
と
、
適
切
な
お
薬
が
手
に
入
る

こ
と
な
ど
が
条
件
に
な
り
ま
す
。
全
て
の
ケ
ー
ス
で
う
ま
く
い
く
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
日
本
の
医
療
保
険
や
介
護
保
険
制

度
は
、
そ
の
在
宅
緩
和
ケ
ア
を
可
能
に
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
、
最
近
に
な
っ
て
よ
う
や
く
、
注
目
度
が
上
が
っ
て
き

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奈
良
県
医
師
会
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～樹と水と人の共生・川上村の情報～

か わ か み 満 足 ガ イ ド

http：//blog.livedoor.jp/kawakamimura/

川上村内の風景・行事・自然・歴史などいろんな情報を日替わりで発信しています。 
是非ご覧になって下さいね！

ＱＲコードを読み取って

携帯電話で 「かわかみブログ」 にアクセスしよう！

http：//blog.livedoor.jp/kawakamimura/

森と水の源流館

■源流のつどい

　　～源流のほたるの夕べ～

と　き　平成25年６月29日（土）

　　　　15：30～20：30

定　員　20名    小学生～

参加費　大人　　　4,000（2,800）円

　　　　小中高生　2,000（1,000）円

　参加費の（　）内の金額は源流人会員の方の価

額です。

　東川中井渓谷にて、夕暮れから郷土料理を食べ

たり、郷土文化を楽しんだりしながらホタルが飛

び交うのを待ちます。たくさん見られるかな。

※小学生以下の参加の場合は保護者の同伴があれ

ば可能です

《森と水の源流館　℡ ０７４６―５２―０８８８》

ふるさと市開催日

【５月】11・12・18・19・25・26日

【６月】１・８・９日

《役場地域振興課　℡ ０７４６―５２―０１１１》

山の学校　達っちゃんクラブ

★こあじさいハイキング

と　き　平成25年６月29日（土）

定　員　30名 

参加費　大人　　　 1,500円

　　　　小人・幼児　500円 

　山の中に静かに咲くこあじさい。群生している

秘密のスポットまでご案内します。 

　毎年予約殺到の人気のイベントです。 

※締切は開催日の１ヶ月前。 

※近鉄大和上市駅まで送迎あり。 

そして…

★６月28（金）・29（土）の１泊２日

　ホテル杉の湯宿泊プラン第１弾登場!! 

　杉の湯の温泉とお料理を楽しみ、夜はホタル観

賞へ。

　翌日は10時よりこあじさいハイキングにご案内

致します。

　１泊３食付（翌日お弁当・参加費すべて込み）

　大人13,500円　小人8,200円

（幼児の場合は食事によって内容が変わります）

※29日当日のみ参加の方は、応募多数の場合は抽

選となります。

※宿泊プランの方優先でご参加いただけます。

※締切は開催日の１か月前

※近鉄大和上市駅まで送迎あり

《もくもく館　℡ ０７４６－５３－２９２９》
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懐
かい

風
ふう

藻
そう

全
ぜん

注
ちゅう

釈
しゃく

　　　　　　　辰巳　正明　著　　／笠間書院

キャパの十字架　　　　　　　沢木耕太郎　著　　／文芸春秋

置かれた場所で咲きなさい　　渡邊　和子　著　　／幻冬舎

はだかんぼうたち　　　　　　江國　香織　著　　／角川書店

パン屋を襲う　　　　　　　　村上　春樹　著　　／新潮社

玉磨き　　　　　　　　　　　三崎　亜記　著　　／幻冬舎

◎新しく入った本

「伝える力」
池上　彰 著 ／ PHPビジネス新書

　あらゆる場面において「話す」「書

く」「聞く」ことは物事を相手に伝

える基本的な手段です。

　しかし、この基本的なコミュニ

ケーション能力の習得が意外と難し

い。

　自身が理解していないと伝えられ

ないのはもちろんのこと、難しい事

柄をいかにわかりやすく相手に伝え

るか。

　仕事の「できる」「できない」を左右する「伝える能力」

の磨き方をこの本で紹介しています。

日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30

６

月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

５

月

図 書 館 カ レ ン ダ ー
● 色の日が休館日 ●

　川上村立図書館が子どもの読書活動優秀実践図書館として文部科学大臣表彰を受賞しまし

た。表彰式は４月23日東京の国立オリンピック記念青少年総合センターにて行われました。

　今回の受賞は、村民の皆さまの図書館設立からこれまでの、図書館活動への多大なご理解と

惜しみないご協力があってのものと深く感謝しております。

　図書館関係者一同、受賞を励みとして、ますます質の高いサービス提供に努めてまいります

ので、これからも川上村立図書館をよろしくお願いします。

お知らせ
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命
力
を
感
じ
ま
す
。

　
こ
の
水
源
地
の
森
ツ
ア
ー
の
参
加
者

の
一
人
、
和
歌
山
市
の
小
学
４
年
生
の

女
の
子
か
ら
う
れ
し
い
報
告
を
も
ら
い

ま
し
た
。
昨
年
、
何
度
も
森
と
水
の
源

流
館
主
催
の
水
源
地
の
森
ツ
ア
ー
や
吉

野
川
紀
の
川
し
ら
べ
隊
な
ど
の
行
事
に

参
加
し
た
り
、
源
流
館
に
質
問
を
た
く

さ
ん
し
た
り
し
て
、
吉
野
川
紀
の
川
の

源
流
か
ら
下
流
ま
で
の
こ
と
を
調
べ
た

結
果
を
ま
と
め
た
研
究
成
果
が
、
第
66

回
和
歌
山
県
科
学
作
品
展
で
奨
励
賞
を

受
賞
さ
れ
た
と
い
う
の
で
す
。
そ
の
作

品
や
賞
状
を
拝
見
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　
彼
女
は
、
吉
野
川
源
流
に
は
き
れ
い

な
水
と
す
ば
ら
し
い
自
然
環
境
が
残
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
、
生
き
物
の
多
様
性

や
景
観
か
ら
、
子
ど
も
な
ら
で
は
の
鋭

い
感
性
で
、
て
い
ね
い
に
調
べ
て
く
れ

て
い
ま
し
た
。

　
川
上
村
に
は
す
ば
ら
し
い
宝
物
が
あ

る
こ
と
を
、
小
学
生
が
研
究
を
通
し
て

Ｐ
Ｒ
し
て
く
れ
た
の
は
う
れ
し
い
限
り

で
す
。
改
め
て
、
川
上
村
の
森
が
自
然

環
境
を
学
ぶ
場
と
し
て
、
す
ば
ら
し
い

場
所
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
宝
物
い
っ
ぱ
い

の
川
上
村
に
来
て
い
た
だ
い
て
、
参
加

し
て
く
れ
る
み
な
さ
ま
に
と
っ
て
、
自

然
や
文
化
の
す
ば
ら
し
さ
を
感
じ
取
れ

る
よ
う
な
、
実
り
の
あ
る
質
の
高
い
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
け
る
よ
う
、

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

森と水の源流館だより

残しておきたい川上村の山言葉　其の四十一

「フシウチヨキ（節打ちヨキ）」枝打ちヨキと元切りヨキの間の大きさのヨキ。

普段づかいで、多用途に使う。

※川上村の方言の意味や使い方などについてのご意見をお待ちしております。

TEL 52-0888　FAX 52-0388（水曜休館）

Ｍay, 2013　vol.125

　
４
月
に
入
り
、
足
元
の
花
々
が
咲
く

の
に
続
き
、
木
々
の
芽
吹
き
が
は
じ
ま

り
ま
し
た
。
４
月
20
、
21
日
と
定
例
の

水
源
地
の
森
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し

た
。
そ
の
直
前
に
行
っ
た
下
見
の
時
に

は
開
い
て
い
な
か
っ
た
ト
チ
ノ
キ
の
春

芽
が
、
当
日
に
は
開
い
て
い
ま
し
た
。

開
き
た
て
の
新
し
い
葉
は
、
薄
紅
色
を

し
て
い
て
と
て
も
や
わ
ら
か
く
、
は
か

な
げ
で
す
。そ
れ
が
、日
光
を
浴
び
て
、

緑
色
が
濃
く
な
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に

力
強
い
大
き
な
葉
に
な
る
と
こ
ろ
に
生

4

月

の

水

源

地

の

森

こんな大きな木も川上村の大切な宝物
（水源地の森ツアーでの一コマ） 芽吹いたばかりのトチノキ

新緑が出はじめたばかりの４月の水源地の森
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みんなで考えよう！川上村の環境
その35　～ポイ捨てごみの撲滅は住まいの地域から～

「クリーンキャンペーン」のお知らせ

環境月間、環境の日とは

今年は、６月２日（日）に実施します。

詳細については、区長を通じてご案内させていただきます。

皆さまの積極的なご参加をお願いします。

【問い合わせ先】役場生活環境課　℡ ５２－０１１１

　６月５日は、国連で環境保全の重要性を認識し、行動の契機とするため「世界環境デー」と定め

られており、世界各国ではさまざまな行動が行われています。

　また、わが国では、毎年６月を「環境月間」とし、その中で６月５日を「環境の日」として設定

しています。国民一人ひとりが自らの生活・行動を具体的に見直していくきっかけづくりを目指し

て、環境保全活動の普及、啓発に関する各種行事等を実施しています。

≪自慢の種と調和する快適・安全な環境を育む施策≫

・川上村らしい風景を育む

自然景観（山・川）を阻害する放置ごみの撤去などにより、

ごみを捨てにくい環境づくりを進めます。

活動推進の基本目標

１．自慢の種（自然資源）を守り育みます。

２．自慢の種と調和する快適・安全な環境を育み

ます。

３．持続可能な仕組みを育みます。

４．地球環境に対する人類の働きかけの素晴らし

い見本となることをめざします。

川上村では例年、

　「環境月間」である 6 月の第一日曜日に

　「クリーンキャンペーン」を実施し、

地域の清掃活動を行っています。

6月5日環境の日
６月は環境月間です
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天
保
年
間
（
一
八
三
〇
年
）
川
上
村

内
の
各
集
落
で
は
、
地
区
代
表
者
が
伊

勢
神
宮
に
参
拝
、
帰
郷
し
た
人
を
迎
え

て
区
民
が
集
ま
り
食
事
な
ど
を
し
な
が

ら
皆
で
伊
勢
音
頭
を
歌
っ
て
も
て
な
す

「
下
向
」
を
行
っ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、

現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　「
下
向
」
は
御お

ん

師し

と
呼
ば
れ
る
伊
勢

神
宮
の
下
級
神
職
達
が
各
地
で
開
い
た

伊
勢
講
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
民
衆
の

中
に
芽
生
え
て
い
き
ま
し
た
。

　
川
上
村
で
も
各
大
字
で
受
け
継
が
れ

て
き
ま
し
た
が
、
今
で
は
入
之
波
地
区

の
み
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
、
四
月

十
四
日
に
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
な
の

で
編
集
委
員
会
で
そ
の
様
子
を
見
学
し

て
き
ま
し
た
。

　
国
道
か
ら
大
迫
の
ダ
ム
サ
イ
ト
を
渡

り
、
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
桜
が
咲
い

て
い
る
の
ど
か
な
集
落
、
そ
れ
が
入
之

波
で
す
。

　
伊
勢
代
参
は
半
紙
を
割
箸
で
挟
み
、

三
宝
に
乗
せ
て
く
じ
を
引
き
、
当
た
り

を
引
い
た
人
が
務
め
ま
す
。

　
現
在
で
は
、
輪
番
で
役
を
回
し
て
お

り
希
望
す
る
も
の
が
い
れ
ば
そ
の
人
が

執
り
行
い
ま
す
。
今
年
は
家
族
で
お
参

り
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
昔
は
四
月
十
八
日
に
行
わ
れ
て
い
た

そ
う
で
す
が
、
日
曜
日
に
す
る
こ
と
に

よ
り
地
元
出
身
の
方
が
帰
省
し
て
参
加

し
や
す
く
な
り
、
人
数
が
多
く
な
る
の

で
地
元
に
残
っ
て
い
る
方
も
そ
の
ほ
う

が
嬉
し
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　
前
日
に
お
供
え
の
お
餅
を
つ
い
て
準

備
し
ま
す
。
儀
式
は
ま
ず
、『
出
立
』

で
男
の
人
達
だ
け
が
、
御
神
酒
を
い
た

だ
き
ま
す
。

　
丸
い
桶
に
お
餅
を
入
れ
、
男
の
人
が

肩
に
担
い
で
伊
勢
音
頭
を
歌
い
な
が

ら
、
公
民
館
か
ら
三
之
公
神
社
ま
で
を

目
指
し
ま
す
。

　
神
社
で
は
お
餅
を
始
め
、
新
鮮
な
も

の
を
供
え
て
神
主
さ
ん
が
祝
詞
を
あ
げ

ま
す
。

　
次
に
境
内
で
「
ご
く
ま
き
」
が
あ
り

ま
し
た
。
帰
っ
て
き
た
人
達
全
員
が
賑

や
で
楽
し
そ
う
に
お
餅
を
拾
っ
て
い
ま

し
た
。

　
な
か
に
は
、
外
国
の
方
も
何
人
か
い

た
の
で
、
国
際
色
豊
か
な
お
祭
り
で
あ

る
と
思
い
ま
し
た
。

　
伊
勢
よ
り
帰
っ
て
き
た
代
参
の
２
人

は
、
お
札
と
御
神
酒
を
神
主
さ
ん
に
手

渡
し
ま
す
。

　
一
方
、
参
列
者
は
『
出
立
』
を
し
た

公
民
館
の
広
場
い
っ
ぱ
い
に
ゴ
ザ
を
広

げ
て
、御
馳
走
を
用
意
し
て
待
ち
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
が
家
族
の
人
数
分
座
布
団
を

抱
え
て
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
集
ま
っ

て
き
ま
す
。

　
そ
し
て
、
代
参
の
人
が
広
場
に
や
っ

て
来
て
、『
な
お
ら
い
』が
始
ま
り
ま
す
。

　
昔
か
ら
の
行
事
を
厳
粛
に
続
け
て
い

る
こ
と
に
対
し
て
、
敬
服
す
る
と
と
も

に
、
今
後
と
も
こ
の
儀
式
を
継
承
し
て

い
く
こ
と
も
村
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

～
入
之
波
地
区
～

脈
々
と
続
く

　
お
伊
勢
参
り

下げ

向こ
う
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特
　
選
　
村
人
の
見
守
る
山
の
芽
吹
か
な
　
　
　
　
　
　
辻
井
　
清
子
（
大
　
滝
）

［
評
］
村
人
の
見
守
っ
て
い
る
山
の
方
が
、
先
祖
代
々
の
山
を
守
っ
て
来

　
　
　
た
村
人
の
心
が
よ
く
伝
わ
る
の
で
は
な
い
か
？
大
自
然
も
山
々
を

　
　
　
育
て
る
が
村
人
の
目
も
山
を
育
て
る
。

特
　
選
　
茎く

く

立た

ち
の
菜
の
漬
物
に
ぬ
め
り
出
て
　
　
　
　
古
瀬
　
和
子
（
大
　
滝
）

［
評
］
私
の
推
挙
す
る
の
は
こ
の
様
な
俳
句
で
あ
る
。
茎
立
菜
の
ぬ
め
り

　
　
　
に
は
、
精
の
力
を
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
生
活
を
し
っ
か
り
見
届
け

　
　
　
る
目
こ
そ
詩
心
で
あ
る
。

特
　
選
　
蟇ひ

き

の
恋
濁
り
し
水
に
身
を
沈
め
　
　
　
　
　
　
前
田
　
景
子
（
大
　
滝
）

［
評
］
蟇
の
恋
は
実
際
に
見
る
と
凄
ま
じ
い
。
種
族
を
守
る
こ
と
は
植
物

　
　
　
で
あ
れ
魚
類
で
あ
れ
一
生
懸
命
で
あ
る
。
濁
っ
た
水
に
身
を
沈
め

　
　
　
は
実
景
で
あ
ろ
う
。
い
い
句
で
あ
る
。

佳
作
　
音
も
な
く
春
の
光
や
飛
行
雲
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
田
サ
ダ
子
（
大
　
滝
）

　
　
　
貂て

ん

鼬
い
た
ち

猫
ま
で
檻お

り

に
四
月
馬
鹿

　
　
　
　
　
　
　
阪
本
　
蓉
子
（
東
　
川
）

入
選
　
山
椿
見
上
げ
つ
つ
登
る
木
の
根
道
　
　
　
　
　
　
枡
　
　
恭
子
（
東
　
川
）

朝
ま
だ
き
幼
さ
の
こ
る
初
音
か
な
　
　
　
　
　
　
新
子
谷
生
子
（
北
和
田
）

ベ
ラ
ン
ダ
の
花
粉
で
足
を
滑
ら
せ
る
　
　
　
　
　
望
月
　
彰
美
（
　
迫
　
）

縦
に
割
り
横
に
寝
か
せ
し
種
の
芋
　
　
　
　
　
　
住
川
　
準
典
（
武
　
木
）

せ
せ
ら
ぎ
に
初
音
を
聞
く
や
家
二
軒
　
　
　
　
　
上
田
　
一
郎
（
伯
母
谷
）

期間 10月31日まで

まほろばエコスタイルの実施！
《実施内容》 

　・庁舎内の適正冷房の徹底 

　・ノー上着、ノーネクタイなどの軽装の励行

　（上着は気候に応じて対応）

　・消灯などの省エネ活動の徹底

　県及び川上村では、スタイルとして無理の

ない節電を目指す「奈良の節電スタイル」の

取り組みを率先垂範するとともに、省エネ・

節電による地球温暖化の防止を図るため、「ま

ほろばエコスタイル」を実施します。

　ご協力をお願いします。

期間 10月31日まで

と
　
き
　
平
成
25
年
５
月
22
日（
水
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ
　
や
ま
ぶ
き
保
育
園
（
宮
の
平
）

内
　
容
　「
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
遊
び
」

【
問
い
合
わ
せ
先
】

や
ま
ぶ
き
保
育
園

℡ 
５
２
・
０
０
１
９

役
場
住
民
福
祉
課

℡ 
５
２
・
０
１
１
１

の
び
っ
子
広
場

　
法
務
省
や
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行

さ
れ
た
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　
本
村
で
も
特
設
人
権
相
談
所
を
設

け
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

と
　
き
　
平
成
25
年
６
月
３
日
（
月
）

　
　
　
　
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

と
こ
ろ
　
役
場
書
籍
室

相
談
員
（
人
権
擁
護
委
員
）

　
　
　
　
阪
本
　
憲
達
　
氏

　
　
　
　
森
口
　
源
次
　
氏

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
住
民
福
祉
課

　

℡

５
２
・
０
１
１
１

６
月
１
日
は

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

身
近
な
公
共
交
通
機
関

バ
ス
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　
利
用
者
の
減
少
の
た
め
、
路
線
バ
ス

が
廃
止
・
休
止
さ
れ
る
傾
向
が
続
い
て

い
ま
す
。

　
１
人
で
も
多
く
の
人
が
バ
ス
を
利
用

し
、
運
行
を
続
け
て
い
け
る
よ
う
に
、

皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

《
奈
良
交
通
バ
ス
に
関
す
る
こ
と
》

奈
良
交
通
㈱
テ
レ
フ
ォ
ン
セ
ン
タ
ー

℡

０
７
４
２
・
２
０
・
３
１
０
０

《
や
ま
ぶ
き
バ
ス
に
関
す
る
こ
と
》

役
場
総
務
税
務
課

℡

０
７
４
６
・
５
２
・
０
１
１
１



 

お

く
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略
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社
会
福
祉
協
議
会
へ
次
の
方
か
ら

善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た（
敬
称
略
）

20
万
円
　
山
本
　
勝
規
（
高
　
原
）

亡
父
の
供
養
と
し
て

前
川
　
良
子
　
（
東
　
川
）

４
月
４
日
　
80
歳

上
西
　
イ
シ
ノ
（
柏
　
木
）

４
月
４
日
　
97
歳

丸
山
　
　
勲
　
（
上
多
古
）

４
月
22
日
　
90
歳

お

く

や

み
（
敬
称
略
）

４月30日現在

人口総数 1,669 人 （－３ 人 ）

　 男　 　 789 人 （－１ 人 ）

　 女　 　 872 人 （－２ 人 ）

世 帯 数　 872世帯（＋１世帯）

４月中の異動

転　入 14人　　　転　出 14人

出　生 １人　　　死　亡 ４人

　
５
月
16
日
頃
に
納
付
書
を
郵
送
し

ま
す
の
で
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
く

だ
さ
い
。

　
納
税
に
は
、
便
利
・
安
全
・
確
実

な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
総
務
税
務
課　

℡

５
２
・
０
１
１
１

固
定
資
産
税
（
１
期
）の
納
期

限
は
５
月
31
日（
金
）で
す
。


